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全国大会で最優秀賞
　　　　　蚕業青年・養蚕婦人体験発表会

溺・

　2月23・24日の2日間、農林水産省（東京）

で開催された、第28回全国蚕業青年・養蚕婦

人体験発表会において、県代表として出場し

た寺迫の安藤るみ子さんが本県では初めての

最優秀賞を受賞しました。

　「国営事業で築いた我が家の養蚕」と題し

て、苦しかった開墾当時を振り返り養蚕を始

めた動機、恵まれない土地でいかに収繭量を

引き上げるかなどについて体験を踏まえなが

ら発表しています。

　安藤さんは、今後とも新しいアイデアを生

かし、楽しい養蚕経営を続けていきますと張

り切っています。
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町報とうこう

活
力
あ
る
町
づ

く
り
を

め
ざ
し
て

昭
和
五
十
九
年
度
予
算
ス
タ
ー
ト

　
昭
和
五
十
九
年
度
が
始
ま
り
、
新
年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
三
月
の
定
例
町
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
国
家
財
政
再
建
の
た
め
の
行
財
政
改
革
な
ど
厳
し
い
社
会

情
勢
下
に
あ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
財
政
運
用
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て

お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
昨
年
に
も
ま
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
甲
斐
町
長
は
、
予
算
案
の
提
案
説
明
に
先
だ
ち
次
の
よ
う
に
所
信
を
表

明
し
て
い
ま
す
。
　
（
一
部
題
す
い
）

　
…
私
は
町
政
の
柱
と
し
て
、
五
つ
の
重

点
項
目
を
定
め
て
お
り
、
既
に
今
ま
で

の
議
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
い
ろ
い

ろ
な
会
合
の
機
会
な
ど
に
お
い
て
申
し

の
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
所
信
を
表
明
す
る
に
あ
た
り
今

一
度
申
し
述
べ
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。

一
二
、

三
、

四
、

五
、

農
林
業
の
振
興
策
を
は
か
る
こ
と
。

地
域
開
発
を
す
す
め
る
こ
と
。

企
業
誘
致
を
は
か
る
こ
と
。

弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
手
を
さ
し

の
べ
る
こ
と
。

教
育
環
境
の
清
浄
を
は
か
る
こ
と
。

　
以
上
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
五
重
点
項
目
は
、
そ
れ
ら
の
一

つ
一
つ
が
単
一
分
離
の
形
で
目
的
が
達

成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
な
か
に
は

こ
ん
然
一
体
と
な
っ
て
目
的
・
目
標
達

成
が
な
し
得
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一
、
農
林
業
の
振
興

…
厳
し
い
我
が
国
の
農
業
情
勢
の
中
で

い
か
に
し
て
農
業
生
産
性
の
昂
揚
、
農

家
所
得
の
向
上
を
は
か
る
か
を
考
え
、

昨
年
発
足
さ
せ
た
農
政
懇
話
会
、
或
は

農
技
連
会
合
な
ど
の
議
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
町
内
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に
適
作

作
目
の
試
作
圃
を
設
定
し
、
既
存
作
目

さ
ら
に
は
新
規
作
目
の
導
入
を
含
め
て

行
政
主
導
に
よ
る
試
験
作
を
実
行
す
べ

く
予
算
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

二
、
地
域
開
発
と
企
業
誘
致

…
本
町
の
広
い
行
政
面
積
の
中
に
は
開

発
利
用
の
可
能
性
を
多
く
有
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
耳
川
本
流
の

右
岸
に
つ
い
て
、
五
十
九
年
度
中
に
こ

れ
ら
の
地
区
の
開
発
を
す
す
め
る
た
め

の
準
備
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

…
県
は
昨
年
か
ら
企
業
誘
致
策
の
一
方

式
と
し
て
、
従
来
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

、

方
式
（
自
然
状
態
地
）
か
ら
レ
デ
ィ
メ

イ
ド
方
式
（
土
地
造
成
地
）
に
方
向
を

か
え
、
企
業
の
誘
致
を
図
ら
ん
と
し
、
本

年
二
月
ま
で
に
候
補
地
の
現
地
調
査
を

終
了
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
か
ら
先
の
青
写
真
が
目
下
示
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
町
と
し
て
は
、
県
と
常
に
充
分
な
連

携
を
取
り
な
が
ら
逸
脱
な
き
行
動
を
と

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
辺
で
町
独
自
の
構
想
を
樹
立
し
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
良
い
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
既
存
誘
致
企

業
の
ほ
か
に
二
一
三
の
企
業
か
ら
立
地

話
が
飛
び
込
ん
で
い
る
実
情
に
あ
り
、

又
将
来
の
木
材
業
界
の
再
編
成
と
美
々

川
林
業
振
興
地
域
の
木
材
処
理
を
図
る

た
め
の
一
大
集
積
加
工
セ
ン
タ
ー
の
立

地
を
考
慮
す
る
場
合
、
町
独
自
の
立
場

に
お
い
て
開
発
行
為
を
ス
タ
ー
ト
さ
す

べ
き
既
に
決
断
の
時
期
は
到
来
し
て
い

る
と
思
料
さ
れ
ま
す
…
…
…
。

三
、
福
祉
対
策

…
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
弱
者
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
に
対
し
て

福
祉
行
政
の
立
場
か
ら
種
々
手
を
さ
し

の
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
な

か
に
お
い
て
、
五
十
九
年
度
ね
た
き
り

老
人
を
対
象
と
し
た
特
老
施
設
の
設
置

が
国
庫
補
助
の
予
算
も
つ
き
本
決
ま
り

に
な
っ
た
こ
と
は
一
つ
の
朗
報
と
受
け

と
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま

す
。
今
後
立
地
用
地
の
売
買
契
約
が
残

さ
れ
て
お
り
、
全
く
不
安
な
い
こ
と
と

は
申
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
更
に
県
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
立
地
建
設
の
た
め
施
設

設
置
者
と
の
話
し
合
い
を
継
続
し
、
一

刻
も
早
い
ホ
ー
ム
の
完
成
を
見
た
い
所

存
で
す
。

四
、
赦
育
環
境
整
備
浄
化
に
つ
い
て

…
教
育
施
設
設
備
面
で
は
、
プ
ー
ル
の

設
置
（
墓
表
小
・
東
郷
中
・
坪
谷
中
）
、
運

動
場
の
拡
張
（
東
郷
中
・
坪
谷
中
V
が
残

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
年

次
計
画
に
よ
り
速
や
か
に
改
善
設
置
を

図
る
所
存
で
す
。
…
…
教
育
施
設
の
整

備
拡
充
の
ほ
か
に
教
育
環
境
の
浄
化
維

持
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に

は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め

図
書
の
購
入
、
子
供
育
成
会
・
P
T
A

協
議
会
・
青
年
団
協
議
会
な
ど
に
対
す

る
助
成
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
協
議
会
の

実
践
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
の
非
行
の

芽
を
出
さ
せ
な
い
努
力
を
致
さ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
の
中
で
町
の

発
展
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
限
り
な
い
町
勢
の
発

展
と
町
民
所
得
の
向
上
、
町
民
福
祉
の

増
進
の
た
め
に
、
ひ
い
て
は
活
力
に
充

ち
た
東
郷
町
の
町
づ
く
り
の
た
め
に
献

．
身
努
力
の
覚
悟
で
ご
ざ
・
い
ま
．
す
…
…
。

　
　
　
　
　
、

あ
ら
ま
し

　
財
政
の
窮
迫
す
る
な
か
で
の
編
成
策

定
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
の
特
殊

性
を
生
か
し
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た

行
政
施
策
を
講
じ
る
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
の
、
効
率
か
つ
重
点
的
配
分
を
行

い
健
全
財
政
を
基
調
と
し
た
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
二
十
二
億
四
千
七
百

五
十
万
円
で
前
年
度
当
初
に
比
べ
四
九

・
九
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
た
だ
し

前
年
度
は
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、

事
業
予
算
を
計
上
し
た
六
月
補
正
後
の

額
と
対
比
す
る
と
三
・
七
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
」

40

唐
ｪ
地
方
交
付
税

　
歳
入
で
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
が
九
億
一
千
万
円
で
全
体
の

四
〇
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た

わ
た
し
た
ち
が
納
め
る
町
税
は
二
億
二

百
七
十
九
万
七
千
円
と
全
体
の
九
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
が
借
金
を
し
て
建
設
事
業
費
に
あ

て
る
町
債
は
二
億
九
千
百
五
十
万
円
と

な
り
、
そ
の
ほ
か
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
な
ど
が
主
な
歳
入
と
な
っ
て
お
り

全
体
で
は
、
自
主
財
源
が
二
二
％
、
依

存
財
源
が
七
八
％
と
依
存
度
の
高
い
財

政
構
造
に
あ
り
ま
す
。

」
亀

■
歳
入
の
財
源
構
成

依

存

財

その他
207．137千円

＼　（9．2％）

ノく一一78，600千円（3．5％

一114，570千円（5．1％

51．739千円

、（2．3％）

■
歳
出
の
目
的
別
構
成

源

0％

自

，191千円一

夕

論鴨
㎝
％

7

町税＼
202，797千円

　（9．0％）

源

町　債
291．500千円

　（13．0％）

地
方
憾
・
税
等
交
付
傘

　
国
嘩
支
出
金

議
会
費

総務費
248，585千円

　（11．1％）

■
歳
出
の
性
質
別
構
成

・鞠＼

緬5．649千円（3．4％）

県支出金
356，705千円

　（15．9％）

歳出総額
2，247，500千円

農林水産業費

　632．9η千円

　（28．2％）

博
％

商エ費L883千円
災害復1日費32，350千円

予備費5，0CO千円

公債費
365．951千円

　（16．3％）

嚢

務

的

教育費
255．423千円

　（11．4％）

人件費
539．744干円

　（24．0％）

経

／消防費　　　＼
75．404千円

（3．4％

　　　　　土木費
　　　　　306，713千円

　　　　　　（13．6％）

費

遇瓢

撫ノ

投

災害復旧費
32．350千円

　（1，4％）

叢出総額

費婁
円
）

2，247，500千円

％　
0

繍晶＼

　千円
（6．5％）

経

20．8％

普通建設事
759．097千P

　（33．8％
費

2
％

　　　そ

　の　　　　響動門
馬
　　　259。望6干円

　　　　（11．6％）

消

　費
62．欝千円的経費
　（2．7％）

昌昌とうごう
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性
質
別
に
み
る
と

　
歳
出
で
は
、
投
資
的
経
費
に
七
億
九

千
百
四
十
四
万
七
千
円
（
三
五
・
二
％
）

義
務
的
経
費
に
九
億
八
千
八
百
七
十
四

万
三
千
円
（
四
四
％
）
、
消
費
的
経
費

に
四
億
六
千
七
百
三
十
一
万
円
（
二
〇

・
八
％
）
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り

義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費
は
五
億
三

千
九
百
七
十
四
万
四
千
円
（
二
四
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
間
異
に

　
　
　
六
億
三
千
万
円

　
町
政
振
興
施
策
の
一
つ
で
あ
る
農
林

業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
に
六
億
三
千

二
百
九
十
七
万
七
千
円
を
計
上
し
て
お

り
全
体
の
二
八
・
二
％
を
占
め
て
い
ま

す
。　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
寺
迫
地
区
営

農
飲
雑
用
水
施
設
工
事
な
ど
の
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
一
億
三
千
四
百

万
円
を
、
林
道
・
作
業
道
開
設
の
た
め

の
林
業
構
造
改
善
事
業
に
五
千
七
百
万

円
を
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
農
業
構
造
改

善
事
業
に
八
千
三
百
万
円
を
計
上
さ
れ

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

道
路
網
整
備
に

　
　
二
億
五
千
万
円

　
生
活
基
盤
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て

の
道
路
網
整
備
に
二
億
五
千
七
十
三
万

円
を
計
上
し
大
谷
一
出
口
線
の
外
十
三

路
線
の
改
良
、
舗
装
を
、
橋
梁
に
つ
い

て
も
天
神
橋
の
外
二
橋
の
改
良
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
昭
和
五
十
七
年
度

か
ら
事
業
を
進
め
て
き
た
天
神
橋
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
で
完
成
を
み
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
教
育
施
設
整
備
の
た
め

三
聖
幼
稚
園
改
築
工
事
に
三
千
二
百
万

円
、
五
十
七
年
度
か
ち
工
事
を
進
め
て

い
る
牧
水
公
園
整
備
に
本
年
度
も
引
き

続
き
二
千
万
円
を
計
上
し
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
施
設
の
整
備
充
実
の
た

め
に
一
千
六
百
万
円
を
計
上
、
小
型
ポ

ン
プ
ニ
台
、
ポ
ン
プ
積
載
車
一
台
、
防

火
水
槽
設
置
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
長
の
所
信
表
明
に
も
あ
る

よ
う
に
適
作
作
物
の
試
験
作
の
た
め
の
、

予
算
措
置
（
町
内
四
ヶ
所
）
が
と
ち
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
・

会計別予算
一般会計22億4，750万円

特別会計
国民健康保険事業3億3，837万1千円

老人保健事業2億2，119万5千円

簡易水道事業　　3，654万円

病院事業特別会計2億4，302万6千円
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回報とうこう

農
鰐

嶺
第
3
期
対
策

三
襟
徳
積
は
7
6
・
8
か

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
昭
和
五
十

三
年
度
か
ら
十
年
間
の
対
策
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
第
「
期
対
策
（
昭

和
五
十
三
年
度
か
ら
五
十
五
年
度
）
、

第
二
期
対
策
（
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら

五
十
八
年
度
）
に
つ
づ
い
て
昭
和
五
十

九
年
度
か
ら
六
十
一
年
度
ま
で
の
三
年

間
、
第
三
期
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
五
十
九
年
度
の
転
作
等
目
標
面
積
は

七
十
六
・
八
㎞
、
事
前
売
り
渡
し
申
し

込
み
限
度
数
量
は
う
る
ち
米
の
み
五
百

二
十
一
㌧
、
他
用
途
利
用
米
（
み
そ
・

せ
ん
べ
い
な
ど
）
は
七
十
三
㌧
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
の
転
作
実
績
面
積
は
、

八
十
七
二
二
㎞
で
一
〇
九
・
八
％
の
達

成
率
。
転
作
作
物
は
、
大
豆
、
麦
な
ど

の
特
定
作
物
が
四
十
五
・
四
㎞
で
全
体

の
五
十
二
・
一
％
を
占
め
、
次
い
で
野

菜
な
ど
の
一
般
作
物
が
三
十
七
・
五
㎞

四
十
三
％
、
林
地
・
養
魚
池
等
二
㎞
、

二
・
四
％
、
生
産
施
設
等
一
・
四
％
、

果
樹
等
の
永
年
性
作
物
一
・
一
％
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
期
対
策
の
概
要

①
水
田
の
預
託

　
農
協
な
ど
へ
の
水
田
の
預
託
期
間
は

一
律
三
年
と
な
り
ま
す
。

②
土
地
改
良
事
業
の
通
年
施
行

　
ほ
場
整
備
等
を
実
施
す
る
場
合
、
そ

の
工
事
計
画
期
間
が
そ
の
地
域
の
稲
作

期
間
と
連
続
し
て
お
お
む
ね
一
ヶ
月
以

奨励補助金の額（見込額）

上
重
複
し
て
い
る
も
の
は
土
地
政
良
通

年
施
行
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

③
奨
励
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
水

　
田
　
の
、
五
十
八
年
度
に
農
作
物
共
済
に

　
　
加
入
し
て
、
水
稲
の
作
付
が
行
わ

　
　
れ
た
水
田

　
ω
、
五
十
八
年
度
の
奨
励
補
助
金
の

　
　
交
付
対
象
と
な
っ
た
水
田
（
た
だ

　
　
し
保
全
管
理
の
水
田
は
三
年
ま
で
）

　
㈲
、
σ
り
又
は
↑
り
の
水
田
以
外
で
、
新

　
　
言
開
田
地
で
な
い
こ
と
の
証
明
が

　
　
あ
る
も
の
（
た
だ
し
、
五
十
九
年

目
　
に
水
稲
の
作
付
が
可
能
な
水
田
）

④
他
用
途
利
用
米
の
取
り
扱
い

　
他
用
途
利
用
米
の
生
産
面
積
は
転
作

面
積
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
出
荷
数
量

を
確
認
し
、
こ
れ
を
面
積
に
換
算
し
ま

区　　　　　　　　　　分 基本額
転作定着化推進加算

第1種加算唱第2種加算
l
i
（
転
換
畑
を
1
含
む
）

永年性作物　果樹（植栽後5年以内のも
@　　　　の〉その他の木本性作物等
@　　　　く植栽後3年以内のもの）転
@　　　　換畑（5年以内のもの）

　　円

S3，000

1　　剛　　　円
@20，000 10，000

転
作
奨
励
補
助
金

特定作物

大豆、飼料作物、麦、そば

nトムギ 35，000 20，000 10，000

圃

一般作物等

特定作物、永年性作物以外

ﾌ作物等 20，000 15，000 1　　10，000

野さい

15，000 15，000 10，000

管　理　転　作

ｧ励補助金

転作の場合 20，000 15，000 10，000

保全管理の場合 15，000
一 一

土地改良通年施

s　補　助　金

土地改良事業の通年施行を

ﾀ施した場合 15，000
｝ 一

（注）第2期と比べ、基本額が8，000円（保全管理、土地改良通

　　年施行は更に5，000円）下がります。

す
。　
奨
励
補
助
金
額
、
加
算
額
は
別
表
の

と
お
り
政
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
期
、
第
二
期
対
策
は
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
目
標
面
積
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
第

三
期
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
地
区

ぐ
る
み
の
計
画
転
作
が
行
わ
れ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
売
買
を
す
る
前
に

　
　
　
　
　
ま
ず
届
出
を
！

　
土
地
は
限
り
あ
る
国
民
の
資
源
で
す
。

こ
の
国
土
の
乱
開
発
の
未
然
防
止
、
地

価
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

国
土
利
用
計
画
法
が
昭
和
四
十
九
年
に

施
行
さ
れ
、
一
定
限
度
以
上
の
土
地
を

売
買
す
る
と
き
は
県
知
事
あ
て
の
届
出

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
後
記
に

留
意
の
う
え
必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

一、

ﾍ
出
を
要
す
る
土
地
の
面
積

　
本
町
の
場
合
、
一
〇
、
○
○
○
㎡
以

　
上
（
実
測
に
よ
る
）

二
、
届
出
の
方
法

　
契
約
の
当
事
者
双
方
（
売
主
・
買
主
）

　
が
届
け
出
る
。
　
（
契
約
の
六
週
間
前

　
に
届
け
出
る
」

三
、
届
け
出
後
、
そ
れ
に
対
す
る
通
知

　
を
受
け
て
か
ら
契
約
を
締
結
す
る
。

四
、
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
に
お

　
尋
ね
下
さ
い
．
、

し
塾

新
入
学
（
園
）
ま
で
あ
と
わ
ず
か

襯
毒
母
懲
ん
が
教
え
る
交
通
安
全

　
新
入
学
（
園
）
ま
で
、
あ
と
わ
ず
か

で
す
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
お
子
さ
ん
が

安
全
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
日
常
生
活
の
な
．
か
で
の
、
日
ご

ろ
の
お
母
さ
ん
の
努
力
こ
そ
が
も
の
を

い
う
の
で
す
。

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
ぜ
ひ
お
子

さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
、

ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

具
体
的
な

　
　
教
え
万
を

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
時
間
や
曜
日

に
よ
っ
て
交
通
事
情
が
変
わ
る
こ
と
も

併
せ
て
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
子
供
に
は
「
あ
あ
し
て
は
い
け
な
い
」

「
こ
う
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
て

も
、
あ
ま
り
効
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
な
行
動
を
具
体
的
に
教
え
て
実
行

さ
せ
、
ほ
め
な
が
ら
教
え
る
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。

●
道
路
を
横
断
す
る
前
に
、
必
ず
い
っ

た
ん
停
止
す
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
曲
り

角
で
は
必
ず
止
ま
る
な
ど
の
習
慣
を
つ

け
て
注
意
深
い
子
供
に
育
て
ま
し
ょ
う
，

●
道
路
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
徹
底
し
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
で
は
、
裏
通
り
を
通
る
事
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
っ
そ
う
の
注
意

が
必
要
で
す
。

町報とうごう

農
委
だ
よ
り

●
実
際
の
体
験
を
通
し
て
教
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
通
学
、
通
園
時
間
に
合
わ
せ
て
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
通
学
（
園
）
路
を
何
回

か
歩
い
て
、
信
号
機
の
見
方
、
横
断
歩

道
の
正
し
い
渡
り
方
を
指
導
す
る
よ
う

農
業
者
年
金
で

　
　
豊
か
な
老
後
を

生
活
に
ゆ
と
り
を

（5）

　
ま
た
、
子
供
が
毎
日
の
生
活
で
時
間

の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
も
、
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
●
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
す
ま
せ
る

よ
う
に
習
慣
づ
け
、
登
校
時
間
に
余
裕

を
も
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
あ
わ
て
て
登
校
し
、
忘
れ
物
に
気
づ

い
て
家
に
引
き
返
す
途
中
で
、
事
故
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営
の
若
返

り
、
農
地
保
有
の
合
理
化
、
優
秀
な
若

い
後
継
者
の
確
保
と
農
業
者
の
豊
か
な

老
後
の
生
活
を
目
ざ
し
て
で
き
た
年
金

で
す
。

　
こ
の
年
金
の
内
容
は
、
　
「
農
民
に
も

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
」
と
い

う
要
望
に
応
え
る
た
め
六
十
五
歳
か
ら

支
給
さ
れ
る
国
民
年
金
だ
け
で
な
く
、

六
十
歳
ま
で
に
経
営
移
譲
す
れ
ば
、
六

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
「
経
営
移
譲

年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
六

十
五
歳
以
降
は
十
分
の
一
の
額
に
な
り

ま
す
．
、

　
ま
た
、
経
営
移
譲
す
る
し
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
六
十
五
歳
以
降
は
「
農
業

者
老
齢
年
金
」
が
、
国
民
年
金
に
う
わ

の
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
給
付
の
型

農
業
者
年
金
の

　
　
加
入
資
格
と
は

亀

　
農
業
者
年
金
に
は
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
当
然
加
入
資
格
者
」

と
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
る

「
任
意
加
入
資
格
者
」
と
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
が
左
表
の
加
入
条
件
の
一
・

2
・
3
に
該
当
し
て
い
る
と
き
、
ま
た

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
条
件
、
給
付
内

容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
町
農
業

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

帰
宅
後
の
遊
び

　
　
　
に
も
注
意
を

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
条
件

●
帰
宅
後
、
遊
び
に
行
っ
て
よ
い
範
囲

や
帰
宅
時
間
な
ど
を
決
め
て
、
子
供
に

し
っ
か
り
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。

経営移譲
年　　金

農業者
老齢年金

国民附加
年　　金

国民年金
定額給付

経営移譲

金年

←60歳～64歳→←65歳以上→

1 国民年金に加入していること

2 40歳未満であること　　・

加入

謨ｪ

50アール以上の農地を所有耕作している
o営主

当然
ﾁ入

50アール以上の農地を耕作する経営主の
ｼ系卑属（子・孫等）で3年以上継続して農業に従事している後継者

3 30～50アールの農地を耕作し、年間700時

ﾔ以上の農業従事時間を有する経営主

任意

ﾁ入
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点
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⑬1）

町報とうこう

天
領
と
坪
谷
H

　
坪
谷
村
と
下
三
ヶ
村
は
、
昔
天
領
で

あ
り
ま
し
た
。
天
領
と
言
っ
て
も
ぴ
ん

と
こ
な
い
人
が
、
今
時
は
多
分
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
天
領
と
は
徳
川
幕
府
直

轄
の
領
地
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
近
辺
で
は
、
富
高
村
・
日
知
屋

村
・
細
島
町
・
財
光
寺
村
・
平
岩
村
・

塩
見
村
も
天
領
で
あ
り
ま
し
た
。

　
山
陰
村
（
導
電
・
三
瀬
・
小
野
田
・

鶴
野
内
・
羽
坂
・
田
野
・
仲
深
）
は
延

岡
藩
の
領
地
で
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
東
郷
町
は
、
天
領
と
藩
領
の

二
つ
の
区
分
領
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

別
に
八
重
原
村
が
あ
り
ま
し
た
が
、
八

重
原
、
東
迫
野
内
、
青
藍
野
内
が
こ
の

区
域
で
八
重
原
に
庄
屋
が
お
り
田
代
組

の
管
轄
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
ぜ
東
郷
町
だ
け
が
、
昔
二
つ
の
領

地
に
分
轄
さ
れ
た
の
か
不
思
議
に
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
二
分
さ
れ
た
歴
史
は

今
よ
り
約
三
〇
〇
年
前
（
一
六
九
〇
年

元
禄
三
年
）
に
山
陰
百
姓
一
揆
が
起
き

た
事
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
百
姓
一
揆
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と

お
り
、
私
達
祖
先
の
農
民
が
元
禄
三
年

頃
、
三
年
続
き
の
大
変
な
凶
作
に
見
舞

わ
れ
た
の
で
す
。
農
民
達
は
延
岡
藩
に

対
し
て
、
上
納
の
減
額
方
を
、
幾
度
と
な
く

訴
願
い
た
し
ま
し
た
が
、
郡
代
梶
田
十

郎
左
衛
門
、
代
官
大
崎
久
左
衛
門
は
こ

れ
を
容
赦
な
く
し
り
ぞ
け
て
、
上
納
の

取
立
て
を
断
行
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
農
民
達
は
遂
に
元
禄
三
年
九
月
十
九

日
、
一
、
四
二
二
人
が
み
の
笠
に
身
を
固

め
い
っ
せ
い
に
立
上
っ
た
の
で
す
。

（
こ
の
い
き
さ
つ
は
東
郷
町
誌
六
十
三

頁
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
）

　
元
禄
四
年
忌
こ
の
百
姓
一
揆
は
幕
府

の
裁
定
に
よ
っ
て
、
延
岡
藩
主
有
馬
永

純
は
越
後
国
糸
魚
川
に
転
封
さ
れ
、
百

姓
達
も
そ
れ
ぞ
れ
有
罪
と
な
っ
た
の
で

す
。　
こ
の
時
に
あ
た
り
、
幕
府
は
ど
ん
な

理
由
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
延
岡

藩
領
で
あ
っ
た
坪
谷
村
・
下
三
ヶ
村
・

富
高
村
・
日
知
屋
村
・
細
島
町
！
平
岩

村
・
塩
見
村
・
財
光
寺
村
を
、
幕
府
直

轄
の
領
地
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
天
領
を
監
督
す
る
役
所
は
、
九

州
で
一
番
大
き
い
役
所
が
豊
後
国
の
日

田
に
あ
り
、
日
向
の
国
で
は
富
高
に
出

張
の
陣
屋
が
出
来
ま
し
た
。

　
山
陰
村
や
八
重
原
村
は
、
延
岡
藩
の

代
官
や
大
庄
屋
・
庄
屋
が
監
督
し
、
坪

谷
村
・
下
三
ヶ
村
は
、
富
高
の
幕
府
直

　
　
　
　
　
さ
し
ず

轄
の
代
官
の
指
図
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
で
、
山
陰
村
の
人
も
坪
谷
村
の

人
も
同
じ
地
域
に
い
て
も
、
指
図
す
る

役
人
が
、
延
岡
藩
主
と
徳
川
幕
府
と
な

っ
た
の
で
、
村
人
の
気
分
と
気
位
が
自

然
と
ち
が
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

「
俺
達
の
主
人
公
は
徳
川
の
将
軍
様
だ

よ
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
お
前
達
は
、
金

は
内
藤
貧
乏
の
殿
様
で
は
な
い
か
一

…
…
…
と
言
っ
た
こ
と
が
暗
に
胸
中
に

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
東
郷
町
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
鶴
　
男

婁
婁
畠
｝
婁
9
｝
一
毫
韮
童
婁
一
童
3
｝
彰
童
畠
｝
9
｝
量
睾
9
7
量
童
2
｝
9
｝
3
｝
一
量
童
聖
韮
婁
3
｝
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
並
び
に
県
緑
化
推
進
委
員
会

”
緑
”
を
大
切
に

「
緑
の
羽
根
」
募
金
運
動
に
ご
協
力
を

　
も
し
森
林
が
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら

い
た
る
所
で
山
崩
れ
や
洪
水
が
起
き
、

空
気
は
汚
れ
、
そ
し
て
酸
素
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
森
林
が
大
地
に
根

を
お
ろ
し
、
枝
い
っ
ぱ
い
に
葉
を
広
げ

呼
吸
し
て
い
る
、
つ
ま
り
生
き
て
い
る

か
ら
こ
そ
わ
た
し
た
ち
も
生
き
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
三
月
か
ら
五
月
末
日
ま
で
「
育
て

よ
う
、
緑
と
花
の
あ
る
郷
土
」
を
テ
ー

マ
に
県
民
緑
化
推
進
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
「
緑
の
羽
根
」
募
金
は
縁
化
推
進
運
動

の
資
金
と
し
て
、
ま
た
、
学
校
・
福
祉

施
設
な
ど
の
環
境
緑
化
に
役
立
て
る
も

の
で
す
。

牧
水
と
坪
谷
⑳

　
延
岡
か
ら
雲
高
ま
で
は
そ
の
頃
で

も
馬
車
が
あ
っ
た
が
、
日
に
幾
度
だ

か
、
或
は
ま
た
出
る
か
出
な
い
か
解

ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
少
年

の
気
短
に
は
そ
ん
な
も
の
に
頼
っ
て

い
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
ひ
と
り
で

走
っ
た
方
が
気
持
が
よ
か
っ
た
。

　
冬
の
休
み
は
短
か
か
っ
た
。
　
一
週

間
か
十
日
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
。
そ
の
間
に
お
正
月
が
あ
っ
た

り
し
て
、
何
か
知
ら
わ
け
も
わ
か
ら

ず
に
過
ご
し
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ

っ
た
。
だ
が
夏
休
み
は
永
か
っ
た
。

ひ
と
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
ひ
と
月
の

間
を
殆
ん
ど
毎
日
釣
り
を
し
て
過
し

た
。　
父
も
釣
り
が
好
き
で
、
よ
く
一
緒

に
出
か
け
て
行
っ
た
。
た
．
・
父
の
釣

り
は
あ
ゆ
つ
り
で
あ
っ
た
が
好
き
な

割
に
は
下
手
で
、
却
っ
て
子
供
の
わ

た
し
の
方
が
い
つ
も
多
く
釣
っ
て
い

た
。
こ
の
父
は
愉
快
な
る
人
物
で
、

性
質
は
善
良
無
比
、
そ
し
て
酒
ば
か

り
を
嗜
ん
だ
’
　
（
以
下
略
）

「
鮎
つ
り
の
思
い
出
」
の
歌

・
ふ
る
さ
と
の
日
向
の
山
の
荒
渓
の

　
流
れ
清
う
し
て
鮎
多
く
棲
み
き

。
故
郷
の
渓
荒
く
し
を
砂
あ
ら
ず
岩

　
を
飛
び
鮎
は
釣
り
に
き

　
　
　
　
　
　
と
　
お

・
わ
れ
い
ま
だ
十
才
な
ら
ざ
り
き
山

烏
　
月
　
儀
　
市

渓
の
た
ぎ
つ
瀬
に
立
ち
鮎
は
釣
り

に
き

・
お
も
ほ
へ
ば
父
も
鮎
を
ば
よ
く
釣

り
き
わ
れ
も
釣
り
に
き
そ
の
下
つ

瀬
に

・
上
つ
瀬
と
下
つ
瀬
に
居
り
て
を
り

を
り
に
呼
び
交
し
つ
つ
父
と
釣
り

　
に
き

・
ま
う
ま
う
と
頭
禿
げ
た
れ
ば
鮎
つ

り
の
父
は
手
拭
を
か
ぶ
り
て
釣
き

・
鮎
つ
り
の
父
が
憩
ふ
は
長
き
瀬
の

な
か
ば
の
岸
の
榎
の
蔭
な
り
き

・
釣
り
得
た
る
鮎
と
り
に
が
し
笑
う

時
父
が
わ
ら
ひ
は
瀬
に
響
き
に
き

お
と
り

・
囮
の
鮎
生
き
の
よ
け
れ
ば
よ
く
釣

　
れ
き
を
と
り
の
鮎
を
い
た
は
り
囲

　
ひ
き

・
幼
き
日
釣
り
に
し
鮎
の
う
つ
り
香

　
を
い
ま
手
の
ひ
ら
に
思
ひ
出
て
も

・
瀬
の
水
は
練
絹
な
し
つ
日
に
透
き

　
て
輝
け
る
瀬
に
鮎
は
遊
び
き

・
釣
り
暮
し
帰
れ
ば
母
に
叱
か
ら
れ

　
き
叱
れ
る
母
に
渡
し
き
鮎
を

・
ひ
と
日
直
り
し
鮎
の
籠
持
ち
帰
り

来
れ
ば
背
戸
に
蚊
の
多
き
夕
闇
な

　
り
き

・
山
の
蔭
日
暮
早
か
る
谷
の
瀬
に
鮎

　
子
よ
く
釣
れ
釣
り
飽
か
ざ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

町回とう二φう
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引く・捜げる・飛ばす

＿ヲ第1回スポーツ少年大会

　
第
一
回
東
郷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会

が
三
月
四
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及

び
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
属
す
る
児
童
・
生
徒
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
基
礎
体

力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
競
技
が
開

始
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
属
す
る
児
童
・
生
徒
約
百
四
〇
名
が

集
団
ゲ
ー
ム
、
個
人
ゲ
ー
ム
に
参
加
し

て
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
厚
紙
だ
け
で
作
っ
た
紙

飛
行
機
の
と
ん
だ
距
離
を
競
う
紙
飛
行

機
大
会
、
丸
太
に
腰
掛
け
ス
マ
ッ
ク
で

な
ぐ
り
合
う
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
、
竹
馬

に
乗
っ
て
タ
イ
ム
を
競
う
竹
馬
五
〇
層

走
、
木
ぞ
り
に
荷
を
の
せ
一
分
間
に
引

く
距
離
を
競
う
人
間
パ
ン
パ
な
ど
の
競

技
が
行
わ
れ
、
か
け
つ
け
た
父
兄
の
盛

ん
な
応
援
を
受
け
、
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
人
間
パ
ン
パ
競
技

お
め
で
と
う

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

ゲ璽霧薦

　
昭
和
五
十
八
年
、
児
童
憲
章
愛
の
会

主
催
に
よ
る
、
　
「
第
三
十
一
回
文
部
大

臣
賞
全
国
小
・
中
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
、
陸
曹
小
学
校
六
年
海
野
裕

子
さ
ん
の
く
限
り
な
い
ロ
マ
ン
歌
人

「
若
山
牧
水
」
〉
と
題
し
た
作
文
が
三

等
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
愛
の
会
が
文
部
省
等
の
後

援
に
よ
り
毎
年
児
童
文
化
の
向
上
の
た

竹馬50m走ボクシング大会
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
作
文
の

部
一
一
、
一
二
一
点
の
中
か
ら
見
事
入

賞
し
た
も
の
で
す
。

曾

／

バ

春
の
全
国

　
交
通
安
全
運
動

　
　
四
月
六
日
～
十
五
日

　
暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
何
と
な

く
外
出
し
た
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。

春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。

　
ま
た
、
解
放
感
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
す
ぎ
、
脇
見
運
転
と
併
せ
て
新
入

学
児
童
の
交
通
事
故
の
多
い
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
新
入
学
児
童
を
も
つ
家
庭

で
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
安
全
運
動
の
重
点
は

一、

q
供
と
お
年
寄
り
の
事
故
防
止

二
、
二
輪
車
の
事
故
防
止

三
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

　
　
着
用

　
の
推
進
で
す
。
特
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

に
つ
い
て
は
日
本
一
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は
あ
な
た
の

命
を
守
り
ま
す
。
必
ず
着
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

運
転
免
許
証
の
手
続
き
が

か
わ
り
ま
す
。

　
四
月
二
日
か
ら
延
岡
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
日
向
署
管
内

に
居
住
す
る
方
の
運
転
免
許
関
係
手
続

き
は
、
延
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
免
許
証
は
手
続
き
し
た
日
に
も
ら
っ

て
帰
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
更
新
手
続
者

で
更
新
前
三
年
間
無
事
故
無
違
反
者
で

初
回
更
新
者
で
な
い
者
と
、
特
別
講
習

を
受
講
し
て
↓
年
以
内
の
者
は
、
従
来

ど
お
り
日
向
警
察
署
で
も
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
日
向
警
察
署
交
通
課
免

許
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

へ
…
’
ト
ペ
・
．
卜

博
〔

ご
寄
贈
の
お
礼

　
こ
の
度
児
湯
郡
都
農
町
坂
の
上
で
庭

木
や
盆
栽
等
の
販
売
店
を
経
営
す
る

「
今
誤
園
」
の
園
主
今
井
繁
さ
ん
か
ら
百

日
紅
一
一
〇
本
、
五
葉
松
二
〇
本
、
ム

ク
ゲ
三
本
の
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
の
木
を
牧
水
公
園
に
植
栽

し
、
同
園
を
訪
れ
る
人
の
目
を
た
の
し

ま
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町報とうこう

お
し
ら
せ
沓

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
・
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
相
談
に
応
，
じ

て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受

付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠

慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
日
時
　
4
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

下
さ
い
。

　
な
お
、
四
月
か
ら
中
央
相
談
日
（
毎

月
一
回
）
の
ほ
か
に
、
各
地
区
の
相
談
員

が
そ
れ
ぞ
れ
相
談
に
応
じ
る
地
区
相
談

日
を
開
設
し
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

（
地
区
相
談
日
は
毎
週
火
曜
日
開
設
）

▼
中
央
相
談

O
日
時
　
4
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

O
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
地
区
相
談

O
開
設
日
　
毎
週
火
曜
日

。
場
所
地
区
相
談
土
匪

。
地
区
相
談
員

（
寺
迫
）
黒
木
光
志
　
田
代
栄
一

（
鶴
瀬
）
糸
平
嘉
幸
　
酒
井
豊
子

（
小
野
田
）
高
森
秀
（
羽
坂
）
甲
斐
美

　
佐
子
（
鶴
野
内
）
瀬
戸
弥
生
（
迫
野

　
内
V
黒
木
均
（
八
重
原
）
高
山
豊

（
田
野
）
吉
田
稔
（
仲
深
）
中
野
辰
己

（
坪
谷
）
矢
野
賎
夫
　
山
口
一
男

（
越
表
）
海
野
定

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
B
C
G
接
種

　
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
全
員
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
　
該
当
者

①
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

　
生
後
3
ケ
月
以
上
4
歳
未
満

②
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
・
B
C
G
接
種

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
陰
性
者
の
み

※
4
歳
ま
で
に
一
回
受
け
て
い
る
者
は

　
接
種
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
が
五
十
九
年
四
月

か
ら
次
の
と
お
り
か
わ
り
ま
す
。

▼
定
額
保
険
料

　
5
、
8
3
0
円
↓
6
、
2
2
0
円

▼
付
加
保
険
料
（
希
望
者
の
み
）

　
6
、
2
2
0
円
↓
6
、
6
2
0
円

環
子
健
康
相
羅

　
次
の
と
お
り
母
子
健
康
相
談
が
行
わ

れ
ま
す
。

▼
期
日
　
4
月
2
4
日

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G
接
種
日
程
表

該
　
当
　
区

期
　
　
　
　
　
　
日

時
　
間

場
　
所

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

4
月
1
7
日

仲
深
越
表
坪
谷
下
渡
川

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
B
C
G
接
種

〃
　
1
9
日

3
　
．
　
0
1
　
　
　
3
4
ゼ
ー
　
　
　
0

坪
谷
保
育
所

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

〃
　
1
1
日

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
B
C
G
接
種

〃
1
3
日

4
　
．
0
1
　
　
　
0
5
ゼ
ー
　
　
　
0

中
央
公
民
館

寺
　
　
　
　
迫

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定

〃
　
1
0
日

4
　
・
0
1
　
　
　
0
4
ゼ
ー
　
　
　
つ
σ

B
C
G
接
種

〃
　
1
2
日

▼
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
2
0
分

▼
対
象
　
乳
児
（
3
・
6
・
1
2
ヶ
月
児
）

▼
内
容
　
検
尿
・
身
体
測
定
・
保
健
指

　
　
　
導
ほ
か

　
※
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
！

剛
毅
穣
濃
深
憂
、
、
昏

　
次
の
と
お
り
健
康
相
談
が
実
施
さ
れ

ま
す
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▼
期
日
　
4
月
2
1
日

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

▼
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
男
女
（
町
内
全

　
　
　
域
）

▼
内
容
　
検
尿
・
血
圧
測
定
・
保
健
指

　
　
　
導
ほ
か

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
迫
野
内
の
佐
藤
武
豊
さ
ん
か
ら

　
（
ウ
ラ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

◎
寺
迫
の
橋
口
征
郎
さ
ん
か
ら

　
（
武
志
さ
ん
・
6
9
歳
ご
死
去
）

今
月
の
縞
税

軽
自
動
車
税
全
期

固
定
資
産
税
一
期

口
　
　
　
　
D

器
墾

二
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

佐川嚢中聖意三田 赤
離塑橿浦代そぐ示偉節理翔真 ㌃

誘
みみ子人基子吾悟 名

玉賢　政義　　律典 父

鼻紘司信繁生夫 の
名

迫小坪羽田寺坪寺 住
野野
内田谷坂野迫谷迫 所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

吉佐橋又橋酒 氏
田藤口見口恥
シウ武マワ兼
ゲラ志スサ吉

名

年

928869689191
齢

羽迫寺田小玉 住
野　　　野
坂内迫野田深 所

潮
まちのうごき匠
．
．
入口　6，459人（＋1）

男　 3，095人（＋4）

女3．364人（一3）

世帯　1，772戸（　0）

59年3月1日現在

（）は寸前月比


	活力ある町づくりをめざして－昭和五十九年度予算スタート

	水田利用再編第３期対策

	新入学（園）まであとわずか－お母さんが教える交通安全

	農業者年金で豊かな老後を

	農業者年金の加入資格とは

	引く・投げる・飛ばす－第１回スポーツ少年大会
 
	おめでとう全国コンクール入賞

	春の全国交通安全運動　四月六日〜十五日
	運転免許証の手続きがかわります

	ご寄贈のお礼

